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成
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澄

　

は　

じ　

め　

に

一　

家
斉
の
邸
宅
訪
問

　
（
一
）　

一
橋
邸
御
立
寄

　
（
二
）　

田
安
邸
御
立
寄

　
（
三
）　

清
水
邸
御
立
寄

　
（
四
）　

御
三
卿
以
外
の
事
例

　

小　

括

二　

御
立
寄
式
次
第

　
（
一
）　

将
軍
御
成
の
式
次
第

　
（
二
）　

天
保
三
年
の
尾
張
藩
市
谷
邸
御
立
寄

　

小　

括　

三　

家
斉
の
御
通
抜

　

お　

わ　

り　

に

は
　
じ
　
め
　
に

前
号
の
紀
要
の
拙
稿
で
は
、
十
一
代
斉
朝
正
室
淑
姫
の
御
守
殿
へ
の
将
軍
家
斉
の
御

立
寄
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
家
斉
の
御
立
寄
が
ほ
ぼ
毎
年
行
わ
れ
、

徐
々
に
日
程
が
固
定
化
し
、
定
例
化
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
た
。

本
稿
で
は
そ
の
点
を
さ
ら
に
広
げ
て
、
家
斉
の
御
立
寄
・
御
通
抜
の
傾
向
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。
尾
張
藩
に
お
け
る
家
斉
の
御
通
抜
を
研
究
し
た
佐
藤
豊
三
氏
に
よ

る
と
、
本
来
、
将
軍
が
御
三
家
の
う
ち
尾
張
家
へ
御
成
を
し
た
場
合
、
紀
伊
・
水
戸
家

へ
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、「
御
通
抜
」
と
す
る
こ
と
で
ほ
か
の
家
へ
の

御
成
を
省
略
し
、
幕
府
・
藩
財
政
の
負
担
を
軽
減
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。『
南

紀
徳
川
史
』
に
お
け
る
文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
）の
紀
伊
赤
坂
邸
の
記
述
で
も
、
家
斉

の
御
立
寄
を
「
規
式
低
減
の
点
よ
り
の
称
に
て
御
序
を
以
御
立
寄
り
被
遊
の
義
な
り
」

と
し
て
お
り
、
逼
迫
し
た
幕
府
・
藩
財
政
に
配
慮
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
家
斉
の
邸
宅
訪
問
の
全
体
数
を
お
さ
え
、
訪
問
先
の
傾
向
や
頻
度

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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一
一
二

を
確
認
す
る
。
次
に
、
将
軍
が
子
を
訪
問
す
る
御
成
と
し
て
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
御
成

と
家
斉
の
御
立
寄
の
式
次
第
を
比
較
し
、
御
立
寄
の
特
色
を
つ
か
む
。
ま
た
、
家
斉
の

御
立
寄
と
御
通
抜
の
区
別
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
う
え
で
家
斉
の
御
立
寄
・
御
通

抜
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
　
家
斉
の
邸
宅
訪
問

表
一
は
、
家
斉
の
御
成
・
御
立
寄
・
御
通
抜
と
し
て
、
屋
敷
・
屋
形
を
訪
問
し
た
事

例
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
典
拠
と
し
て
「
御
徒
方
萬
年
記
」（
東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
）

を
中
心
に
使
用
し
た
。
本
史
料
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
本（『
内
閣
文
庫
所
蔵

史
籍
叢
刊
』
六
八
～
七
九
、
汲
古
書
院　

所
収
）が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
寛
政
～
文
化

期
に
か
け
て
は
欠
本
が
多
い
た
め
、
本
稿
で
は
前
者
を
使
用
し
た
。
た
だ
し
、
文
化
七

年
か
ら
九
年
に
か
け
て
は
、
御
立
寄
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、『
徳
川
実

紀
』
な
ど
で
補
っ
た
。

後
述
に
も
あ
る
が
、
将
軍
の
訪
問
に
つ
い
て
、
迎
え
る
側
は
「
御
成
」
も
し
く
は
実

際
よ
り
も
格
上
の
表
現
を
用
い
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
藩
側
の
史
料
に
依
る
の
で

は
な
く
、
幕
府
側
の
史
料
で
あ
る
「
御
徒
方
萬
年
記
」
な
ど
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
の

表
現
を
お
さ
え
た
。
本
稿
で
は
、
各
事
例
に
お
け
る
御
成
・
御
立
寄
・
御
通
抜
の
別
を
、

こ
の
表
一
に
も
と
づ
い
て
論
じ
て
い
く
。

さ
て
表
一
に
よ
る
と
、
家
斉
は
寛
政
期
か
ら
御
三
卿
の
一
橋
家
と
田
安
家
へ
ほ
ぼ
年

に
一
度
の
頻
度
で
御
立
寄
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
当
初
は
実
父
で
あ
る
一

橋
治
済
の
も
と
へ
行
っ
て
い
た
が
、
寛
政
五
年（
一
七
九
三
）か
ら
一
橋
家
の
神
田
橋
邸

に
も
行
く
よ
う
に
な
り
、
同
年
か
ら
田
安
邸
へ
の
訪
問
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

清
水
屋
形
へ
は
い
わ
ゆ
る
明
屋
形
時
代
に
御
成
と
し
て
訪
問
が
行
わ
れ
、
文
化
七
年
以

（
4
）

（
5
）

降
は
御
立
寄
と
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
御
三
卿
以
外
に
は
、
尾
張
藩
の
下
屋
敷
・
御

守
殿
へ
の
訪
問
が
目
立
ち
、
ほ
か
の
紀
伊
藩
邸
や
御
住
居
へ
は
定
期
的
な
訪
問
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
家
ご
と
に
、
状
況
を
み
て
い
き
た
い
。

（
一
）　

一
橋
邸
御
立
寄

家
斉
が
御
三
卿
へ
の
御
立
寄
を
初
め
て
行
な
っ
た
の
は
、
寛
政
元
年
二
月
二
七
日

で
、
実
家
で
あ
る
一
橋
邸
だ
っ
た
。
家
斉
は
天
明
元
年（
一
七
八
一
）に
将
軍
世
子
と
し

て
江
戸
城
西
丸
に
入
り
、
同
七
年
に
一
五
歳
で
将
軍
位
に
つ
い
た
。
寛
政
元
年
二
月
四

日
に
近
衛
寔
子
と
結
婚
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
報
告
の
た
め
の
訪
問
だ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。

一
橋
治
済
は
、
寛
政
三
年
二
月
二
八
日
に
飯
田
町
屋
敷
を
拝
領
し
て
、
翌
四
年
正
月

に
一
橋
邸
か
ら
移
転
す
る
。
し
か
し
飯
田
町
屋
敷
は
同
年
七
月
に
類
焼
し
た
た
め
、
九

月
に
神
田
橋
邸
を
賜
り
、
飯
田
町
屋
敷
は
返
納
さ
れ
た
。
同
年
一
〇
月
、
治
済
は
神
田

橋
邸
に
隠
居
し
、
一
橋
邸
は
次
期
当
主
斉
敦
に
譲
ら
れ
た
。

家
斉
は
治
済
の
い
る
神
田
橋
邸
と
、
弟
斉
敦
の
い
る
一
橋
邸
そ
れ
ぞ
れ
を
ほ
ぼ
年
に

一
度
ず
つ
御
立
寄
を
行
な
っ
て
い
る
。「
一
橋
家
」
へ
の
訪
問
で
あ
れ
ば
、
当
主
の
い

る
ほ
う
ど
ち
ら
か
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
毎
年
両
方
へ
行
く
こ
と
に
家
斉
の
意
図
を

感
じ
ら
れ
る
。

（
二
）　

田
安
邸
御
立
寄

寛
政
五
年
に
、
家
斉
の
初
め
て
の
田
安
邸
訪
問
は
、
御
成
と
し
て
行
わ
れ
た
。
家
斉
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一
一
三

年

西
暦

家
斉

年
齢

御
立
寄
先

備
考

一
橋
家

田
安
家

清
水
家

そ
の
他

当
主

年
齢
訪
問
日

当
主

年
齢
訪
問
日

当
主

年
齢
訪
問
日

訪
問
先

主
人

訪
問
日

寛
政
元
年

一
七
八
九

17

治
済

39

2
／
27

斉
匡

11

重
好

45

（
一
）一
ツ
橋
屋
形
へ
初
御
立
寄

二
年

一
七
九
〇

18

40

3
／
2
、

5
／
5

12

46

三
年

一
七
九
一

19

41

2
／
27

13

47

四
年

一
七
九
二

20

42

2
／
3

14

48

（
一
）飯
田
橋
屋
敷
を
返
納
、
神

田
橋
屋
形
を
賜
る

五
年

一
七
九
三

21

43

2
／
13
、

10
／
25〈
神
〉

15

5
／
28
成

49

尾
張
戸
山
屋
敷

宗
陸

3
／
23
通

六
年

一
七
九
四

22

44

2
／
13
、

9
／
18〈
神
〉

16

3
／
18

50

七
年

一
七
九
五

23

45

2
／
2
、

9
／
18〈
神
〉

17

3
／
23

（
明
屋
形
）

尾
張
戸
山
屋
敷

宗
陸

4
／
9
通

八
年

一
七
九
六

24

46

2
／
4
、

10
／
4〈
神
〉

18

3
／
9
、

10
／
9

九
年

一
七
九
七

25

47

2
／
6
、

8
／
18〈
神
〉

19

9
／
18

尾
張
戸
山
屋
敷

宗
陸

5
／
21
通

一
〇
年
一
七
九
八

26

48

2
／
18
、

8
／
27〈
神
〉

20

3
／
18
、

10
／
2

［
敦
之
助
］ 

3

尾
張
戸
山
屋
敷

宗
陸

10
／
7
通
（
清
）7
／
17
敦
之
助
当
主
と
な
る

一
一
年
一
七
九
九

27

斉
敦

20

9
／
5〈
神
〉

21

10
／
9

（
明
屋
形
）

4
／
23

（
清
）5
／
7
敦
之
助
死
去

一
二
年
一
八
〇
〇

28

21

9
／
2

22

9
／
21

3
／
25
成

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

9
／
27

3
／
24
以
後
、
清
水
屋
形
へ
の

御
立
寄
は
御
成
と
称
す
る
達

享
和
元
年

一
八
〇
一

29

22

9
／
6〈
神
〉

23

9
／
25

3
／
15
成

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

3
／
28

二
年

一
八
〇
二

30

23

4
／
9〈
神
〉、

8
／
18〈
神
〉

24

10
／
9

3
／
9
〇
成

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

10
／
23

三
年

一
八
〇
三

31

24

閏
正
／
18
、

9
／
23〈
神
〉

25

3
／
18

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

3
／
13

文
化
元
年

一
八
〇
四

32

25

3
／
5
、

9
／
27〈
神
〉

26

3
／
9
〇
成

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

3
／
13

二
年

一
八
〇
五

33

26

正
／
21〈
神
〉、

閏
8
／
27〈
神
〉

（
中
止
ヵ
）、

9
／
5
〇〈
神
〉

27

2
／
2

［
菊
千
代
］ 

5

11
／
18
成

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

3
／
27

【
表
一
】
家
斉
屋
敷
訪
問
一
覧
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一
一
四

三
年

一
八
〇
六

34

27

2
／
18
、

9
／
25
〇〈
神
〉

28

9
／
28

6

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

8
／
27

四
年

一
八
〇
七

35

28

3
／
13〈
神
〉、

10
／
18

29

8
／
27

7

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

3
／
18

五
年

一
八
〇
八

36

29

3
／
9〈
神
〉、

11
／
6
〇

30

4
／
21

8

4
／
13
〇
成

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

3
／
13

六
年

一
八
〇
九

37

30

3
／
4
、

10
／
3

31

9
／
27

9

3
／
9
成

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

3
／
18

七
年

一
八
一
〇

38

31

5
／
2
、

10
／
25〈
神
〉◎

32

3
／
2

菊
千
代

10

4
／
13
？

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

4
／
18

（
清
）11
／
15
菊
千
代
清
水
邸
へ

移
徙

八
年

一
八
一
一

39

32

33

9
／
25

11

4
／
13

九
年

一
八
一
二

40

33

3
／
6〈
神
〉、

10
／
18

34

9
／
25

12

3
／
9

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

4
／
9

一
〇
年
一
八
一
三

41

34

3
／
23

35

4
／
27

13

一
一
年
一
八
一
四

42

35

11
／
5
、

3
／
4
〇

36

9
／
27

14

3
／
9

尾
張
市
谷
御
守
殿

淑
姫

3
／
27

一
二
年
一
八
一
五

43

36

3
／
23〈
神
〉、

9
／
25

37

10
／
15

斉
順

15

尾
張
市
谷
御
守
殿

水
戸
小
石
川
御
守
殿
淑
姫

峯
姫

4
／
25

10
／
18

一
三
年
一
八
一
六

44

斉
礼

14

5
／
23〈
神
〉

38

保
之
丞

8

（
紀
）6
／
3
斉
順
養
子
入

　
　

11
／
28
藩
邸
引
移
、
婚
姻

（
清
）12
／
3
保
之
丞
移
徙

一
四
年
一
八
一
七

45

15

3
／
5

39

4
／
9

9

10
／
9

文
政
元
年

一
八
一
八

46

16

10
／
25〈
神
〉

40

11
／
朔

10

二
年

一
八
一
九

47

17

3
／
28〈
神
〉、

9
／
21

41

9
／
28

11

尾
張
戸
山
屋
敷

斉
朝

閏
4
／
6

通

（
福
）11
／
29
浅
姫
入
輿

三
年

一
八
二
〇

48

18

3
／
9〈
神
〉、

10
／
18

42

4
／
9

斉
明

12

福
井
霊
岸
島
御
住
居
浅
姫

9
／
11
通

四
年

一
八
二
一

49

19

3
／
23
〇〈
神
〉、

10
／
9

43

10
／
18

13

10
／
27

五
年

一
八
二
二

50

20

4
／
13〈
神
〉

44

9
／
27

14

六
年

一
八
二
三

51

21

3
／
13〈
神
〉、

10
／
21

45

10
／
18

15

4
／
27

七
年

一
八
二
四

52

22

3
／
18
、

3
／
27
、

9
／
18〈
神
〉

46

9
／
23

16

（
紀
）6
／
6
斉
順
家
督
相
続

八
年

一
八
二
五

53

23

3
／
9〈
神
〉、

9
／
27
〇
〈
神
〉

47

17

九
年

一
八
二
六

54

24

4
／
5
、

10
／
21〈
神
〉

48

3
／
27

18

8
／
21〈
下
〉

通
、
9
／
27
〇
福
井
霊
岸
島
御
住
居
浅
姫

8
／
9
通
（
福
）8
／
12
浅
姫
女
子
出
産



将
軍
家
斉
の
「
御
立
寄
」
と
「
御
通
抜
」

一
一
五

の
還
御
後
に
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
御
三
家
か
ら
も
祝
い
の
品
が
送
ら
れ
て
お
り
、
正

式
な
「
御
成
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
以
後
は
一
橋
邸
と
田
安
邸
へ
毎
年
「
御
立

寄
」
と
し
て
訪
問
し
て
い
る
。
田
安
家
当
主
斉
匡
は
、
一
橋
治
済
の
五
男
で
家
斉
の
弟

で
あ
る
。

田
安
邸
へ
は
寛
政
五
年
五
月
二
八
日
に
初
御
成
が
あ
り
、
文
化
七
年
三
月
二
日
ま
で

に
一
八
回
の
御
立
寄
、
さ
ら
に
箱
崎
屋
敷
へ
の
御
立
寄
が
八
回
、
御
通
抜
が
一
回
記
録

さ
れ
て
い
る
。

箱
崎
屋
敷
と
は
田
安
家
の
下
屋
敷
の
こ
と
で
あ
る
。
寛
政
八
年
正
月
二
一
日
の
大
川

筋
御
成
に
あ
た
り
、
御
膳
所
に
指
定
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
大
川
筋
へ
の
御
成
で
漁
猟
な

ど
を
し
た
後
に
家
斉
が
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
こ
の
箱
崎
屋
敷
へ
の
家
斉
訪
問
の
事
例

を
、
表
二
に
ま
と
め
た
。

表
二
を
み
る
と
、
箱
崎
屋
敷
へ
の
家
斉
訪
問
を
、
田
安
家
の
史
料
で
は
す
べ
て
御
立

寄（
11
は
御
通
抜
）と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
御
徒
方
萬
年
記
」
で
は
「
被
為
入
」「
被

為
成
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
箱
崎
屋
敷
に
「
御
膳
所
」
と
つ
け
て
い
る

例
も
多
い
。
よ
っ
て
、
箱
崎
屋
敷
は
、
田
安
家
の
下
屋
敷
と
い
う
よ
り
は
、
ほ
か
の
鷹

狩
先
の
御
膳
所
と
同
様
に
扱
わ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
表
二
の

う
ち
7
・
8
は
両
方
の
史
料
で
「
御
立
寄
」
と
表
現
が
一
致
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
扱

う
ほ
か
の
事
例（
将
軍
御
成
に
準
じ
た
御
立
寄
）と
同
様
の
も
の
か
判
断
が
つ
き
か
ね
る
の

で
、
表
二
に
あ
げ
た
事
例
は
表
一
に
は
掲
載
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
将
軍
の
訪

問
に
つ
い
て
は
、
幕
府
側
の
表
現
と
、
訪
問
を
受
け
た
側
の
表
現
が
異
な
る
こ
と
が
ま

（
6
）

（
7
）

一
〇
年
一
八
二
七

55

25

2
／
9〈
神
〉、

2
／
19〈
神
〉→

延
引

49

斉
彊

8

紀
伊
殿
屋
敷

斉
順

9
／
18

（
一
）2
／
20
治
済
死
去

（
清
）6
／
10
斉
明
死
去

（
尾
）8
／
15
斉
温
家
督
相
続

（
加
）11
／
27
溶
姫
入
輿

一
一
年
一
八
二
八

56

26

50

9

加
賀
本
郷
御
住
居

溶
姫

3
／
13
通

一
二
年
一
八
二
九

57

27

3
／
18

51

10

3
／
27

天
保
元
年

一
八
三
〇

58

斉
位

13

52

閏
3
／
3

11

二
年

一
八
三
一

59

14

53

12

3
／
13

三
年

一
八
三
二

60

15

54

13

尾
張
市
谷
屋
敷

斉
温

3
／
23

四
年

一
八
三
三

61

16

55

14

五
年

一
八
三
四

62

17

56

15

六
年

一
八
三
五

63

18

57

16

七
年

一
八
三
六

64

19

斉
荘

27

17

八
年

一
八
三
七

65

20

28

18

・「
御
徒
方
万
年
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
）を
も
と
に
作
成
し
、『
徳
川
実
紀
』
な
ど
で
補
っ
た
。

・
御
立
寄
以
外
の
訪
問
は
、
日
付
の
後
ろ
に
「
成
」（
御
成
）、「
通
」（
御
通
抜
）を
つ
け
た
。

・「
〇
」
を
つ
け
た
も
の
は
、
家
斉
と
家
慶
が
訪
問
。「
◎
」
は
家
斉
の
ほ
か
峯
姫
と
浅
姫
が
同
行
し
た
。

・〈
神
〉
は
神
田
橋
屋
形
、〈
下
〉
は
下
屋
敷
を
示
す
。



将
軍
家
斉
の
「
御
立
寄
」
と
「
御
通
抜
」

一
一
六

ま
起
こ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
三
）　

清
水
邸
御
立
寄

寛
政
五
年
以
降
、
一
橋
・
田
安
と
御
立
寄
が
毎
年
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
家

斉
が
清
水
邸
を
初
め
て
訪
問
し
た
の
は
同
一
一
年
で
あ
る
。
清
水
家
初
代
当
主
重
好

は
、
家
斉
の
対
立
と
し
て
将
軍
候
補
に
あ
が
っ
て
い
た
。
重
好
の
当
主
時
代
の
訪
問
が

見
ら
れ
な
い
の
は
、
そ
う
い
っ
た
事
情
が
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

寛
政
一
〇
年
七
月
一
七
日
、
家
斉
の
五
男
敦
之
助
が
三
歳
で
当
主
と
な
っ
た
。
同

一
〇
年
一
一
月
一
五
日
に
清
水
御
用
屋
敷
内
の
住
居
に
越
し
た
も
の
の
、
直
後
に
本
丸

へ
逗
留
し
、
翌
年
の
家
斉
の
清
水
邸
訪
問
後
の
五
月
七
日
に
死
去
し
た
。
こ
の
当
時
、

清
水
邸
に
は
先
代
重
好
の
正
室
貞
章
院（
田
鶴
宮
）が
お
り
、
訪
問
時
に
家
斉
と
貞
章
院

が
対
顔
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

家
斉
は
敦
之
助
死
去
後
も
清
水
邸
を
訪
問
し
て
い
る
。
寛
政
一
〇
二
年
三
月
二
四
日

に
は
、
以
後
の
清
水
邸
御
立
寄
は
「
御
成
」
と
称
す
る
よ
う
に
と
の
達
が
出
る
。
清
水

邸
は
敦
之
助
死
去
か
ら
斉
順
の
当
主
就
任
ま
で
を
「
明
屋
形
」
と
称
さ
れ
る
が
、
貞
章

院
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、屋
敷
と
し
て
の
機
能
は
残
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

将
軍
訪
問
を
迎
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

清
水
邸
訪
問
の
「
御
成
」
呼
称
は
、
表
一
に
あ
る
と
お
り
斉
順
の
当
主
就
任
後
の
文

化
六
年
ま
で
確
認
で
き
る
。
名
目
上
は
同
二
年
に
家
斉
七
男
の
菊
千
代（
斉
順
）が
清
水

家
当
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
斉
順
が
清
水
邸
へ
移
徙
し
た
の
は
同
七
年
一
一
月

一
五
日
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
は
御
立
寄
の
名
称
に
戻
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
寛
政
一
二
年
か
ら
清
水
屋
敷
へ
の
訪
問
を
「
御
成
」
と
称
し
た
の
は
、
清
水
家
当

主
が
屋
敷
に
存
在
す
る
か
否
か
が
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）

（
9
）

番号 開催日 訪問先
（御成→御立寄） 「御徒方万年記」 「御成御立寄并御通抜

之節御床餝」
1 寛政8.正.21 大川筋→箱崎田安下屋敷 初而被遊　御立寄 ―
2 寛政8.12.5 大川筋→箱崎屋敷 大川筋江被為　成 箱崎御屋敷江御立寄
3 寛政12.正.21 箱崎屋敷→大川筋 箱崎田安下屋敷江被為　成 ―
4 寛政12.10.27 大川筋→箱崎田安下屋敷 被為　入 箱崎御屋敷江御立寄
5 享和元.10.9 大川筋魚猟→箱崎田安下屋敷 御膳所 箱崎御屋敷江御立寄
6 享和2.10.18 大川筋魚猟上覧→御膳所箱崎田安下屋敷 被為　入 箱崎御屋敷江御立寄
7 享和3.11.18 大川筋→箱崎田安下屋敷 御立寄 箱崎御屋敷江御立寄
8 文化元.11.21 大川筋→箱崎田安下屋敷御膳所 御立寄 箱崎御屋敷江御立寄
9 文化2.10.2 大川通り漁猟→御膳所箱崎田安屋敷 被為　入 箱崎御屋敷江御立寄
10 文化3.11.2 大川筋漁猟→箱崎田安屋敷 被為　入 箱崎御屋敷江御立寄
11 文化4.7.25 浜御庭→箱崎田安下屋敷 被為　成 箱崎御屋敷江御通抜
12 文化4.11.6 大川筋漁猟→箱崎田安下屋敷 被為　入、如例膳所 箱崎御屋敷江御立寄

【表二】家斉の田安箱崎邸訪問一覧

「御徒方萬年記」（東京大学史料編纂所所蔵）、「御成御立寄并御通抜之節御床餝」（国文学研究資料館所蔵）、
『続徳川実紀』より作成。
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抜
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一
一
七

実
子
で
あ
る
当
主
が
不
在
で
先
代
の
正
室
が
い
る
屋
形
へ
の
訪
問
は
、
家
斉
に
と
っ

て
は
血
縁
関
係
の
な
い
人
物
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
貞
章
院
は
伏
見
宮
貞

建
親
王
の
王
女
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
訪
問
の
名
称
を
「
御
立
寄
」
よ
り
格
上
の

「
御
成
」
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。

（
四
）　

御
三
卿
以
外
の
事
例

表
一
の
「
そ
の
他
」
欄
に
着
目
す
る
と
、
文
化
一
一
年
ま
で
御
三
卿
以
外
で
は
尾
張

家
に
の
み
御
通
抜
・
御
立
寄
を
行
っ
て
い
る
。
ほ
か
は
水
戸
小
石
川
御
守
殿
、
福
井
霊

巌
島
御
住
居
、
加
賀
本
郷
御
住
居
と
い
っ
た
家
斉
の
娘
の
嫁
ぎ
先
が
あ
り
、
紀
伊
邸
へ

の
御
立
寄
が
一
例
で
あ
る
。

文
化
一
二
年
の
水
戸
小
石
川
御
守
殿
御
立
寄
は
、
前
年
に
家
斉
八
女
の
峯
姫
が
水
戸

家
へ
嫁
い
だ
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
文
政
二
年
一
一
月
に
越
前
松
平
家

へ
嫁
い
だ
一
二
女
浅
姫
、
同
一
〇
年
一
一
月
に
加
賀
前
田
家
へ
嫁
い
だ
二
一
女
溶
姫
へ

も
入
輿
翌
年
に
訪
問
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
家
斉
の
訪
問
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
嫁

い
だ
娘
の
と
こ
ろ
へ
入
輿
の
翌
年
に
訪
問
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
毎

年
定
期
的
に
訪
問
し
た
の
は
、
長
女
淑
姫
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
浅
姫
・
溶
姫
御
住

居
へ
は
、
い
ず
れ
も
「
御
通
抜
」
と
し
て
行
わ
れ
た
。

紀
伊
家
は
、
家
斉
の
七
男
斉
順
が
清
水
徳
川
家
当
主
の
座
か
ら
紀
伊
藩
主
治
宝
の
婿

養
子
と
な
り
、
文
政
七
年
に
家
督
相
続
し
て
い
た
。
御
立
寄
が
行
わ
れ
た
の
は
、
文
政

一
〇
年（
一
八
二
七
）九
月
一
八
日
で
あ
る
。
当
主
就
任
か
ら
三
年
後
の
訪
問
と
な
っ
た

が
、
嫁
い
だ
娘
へ
対
す
る
よ
う
に
、
息
子
を
訪
問
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

小　

括

家
斉
の
御
立
寄
は
、
実
家
で
あ
る
一
橋
邸
か
ら
は
じ
ま
り
、
寛
政
五
年
に
父
治
済
が

神
田
橋
屋
敷
を
拝
領
す
る
と
そ
ち
ら
も
御
立
寄
が
行
わ
れ
た
。
同
年
に
弟
斉
匡
が
当
主

に
な
っ
て
い
た
田
安
邸
へ
の
御
成
が
あ
り
、
翌
年
か
ら
一
橋
同
様
毎
年
御
立
寄
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
、
清
水
家
へ
の
御
立
寄
は
重
好
当
主
期
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
家
斉

に
と
っ
て
は
、
御
三
卿
と
い
う
枠
で
は
な
く
、
父
・
弟
た
ち
を
訪
問
す
る
つ
も
り
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
紀
伊
家
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
訪
問
は
な
く
、
斉
順
が
家
督
相
続
し
た
あ
と

に
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
斉
の
訪
問
が
家
で
は
な
く
そ
の
主
人
に
目
的
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
訪
問
対
象
に
な
り
う
る
の
は
、
親
・
兄
弟
・
子

と
い
っ
た
血
縁
関
係
の
あ
る
人
物
に
絞
ら
れ
て
い
た
傾
向
が
浮
か
ん
で
く
る
。

二
　
御
立
寄
式
次
第

（
一
）　

将
軍
御
成
の
式
次
第

こ
こ
で
、
家
の
当
主
に
な
っ
た
実
子
を
訪
ね
る
将
軍
の
御
成
を
、
池
ノ
谷
匡
祐
氏
の

論
文
を
も
と
に
ま
と
め
た
い
。
事
例
と
す
る
の
は
、
享
保
一
七
年（
一
七
三
二
）二
月

二
五
日
に
行
わ
れ
た
八
代
将
軍
吉
宗
の
田
安
屋
形
初
御
成
で
、
い
わ
ゆ
る
式
正
の
御
成

で
あ
る
。
そ
の
式
次
第
を
か
い
つ
ま
ん
だ
も
の
が
次
の（
ⅰ
）か
ら（
ⅹ
）に
な
る
。

　
（
ⅰ
）出
御

　
（
ⅱ
）当
主
に
よ
る
出
迎
え

（
10
）

（
11
）

（
12
）



将
軍
家
斉
の
「
御
立
寄
」
と
「
御
通
抜
」

一
一
八

　
（
ⅲ
）田
安
家
付
き
で
御
目
見
以
上
の
役
人
へ
の
門
内
外
で
の
御
目
見

　
（
ⅳ
）御
座
の
間
、
御
次
の
間
な
ど
複
数
の
場
所
で
の
下
賜
・
献
上
儀
礼

　
（
ⅴ
）式
三
献
の
饗
応

　
（
ⅵ
）刀
の
下
賜
・
献
上

　
（
ⅶ
）半
袴
召
替

　
（
ⅷ
）当
主
相
伴
で
の
酒
肴
の
饗
応

　
（
ⅸ
）能（
謡
）鑑
賞

　
（
ⅹ
）還
御

こ
の
中
で
、（
ⅵ
）刀
の
下
賜
・
献
上
は
、
主
従
関
係
を
確
認
す
る
重
要
な
儀
式
で
、

室
町
期
の
式
正
の
御
成
以
来
継
承
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
よ
っ
て
、
吉
宗
に
よ
る
御

三
卿
屋
形
御
成
は
、
単
な
る
親
子
間
の
行
き
来
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
将
軍
と
家

臣
と
い
う
関
係
を
示
す
重
要
な
儀
礼
的
行
為
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
次
の（
ⅶ
）半
袴
召
替
と
は
、
吉
宗
と
宗
武
だ
け
で
な
く
、
先
詰
を
勤
め

た
老
中
二
人
・
若
年
寄
一
人
・
御
側
衆
二
人
・
給
仕
の
小
姓
の
ほ
か
、
奥
向
で
の
御
用

の
面
々
が
、
い
ず
れ
も
熨
斗
目
・
長
袴
か
ら
半
袴
へ
と
着
替
え
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き

に
御
守
・
用
人
は
時
服
を
拝
領
し
、
女
中
は
銀
を
拝
領
し
た
。

こ
の
あ
と
、（
ⅷ
）当
主
相
伴
で
の
酒
肴
の
饗
応
は
御
休
息
の
間
へ
場
所
を
う
つ
し

て
、
御
成
御
膳（
三
汁
一
菜
）を
宗
武
相
伴
で
食
事
し
た
。（
ⅸ
）能（
謡
）鑑
賞
の
場
で
は
、

老
中
・
若
年
寄
・
側
衆
へ
も
料
理（
木
具
二
汁
八
菜
）が
出
さ
れ
、
そ
の
場
に
宗
武
が
出

座
し
て
老
中
と
献
酬
す
る
な
か
、
観
世
大
夫
が
謡
を
披
露
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
御
供

奥
向
の
面
々
へ
も
料
理（
二
汁
六
菜
）が
だ
さ
れ
、
表
向
御
供
へ
は
赤
飯
・
吸
物
・
酒
、
末
々

の
御
供
へ
は
赤
飯
・
酒
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、（
ⅵ
）ま
で
の
諸
儀
礼
は
公
的
な
意
味
合
い
の
強
い
も
の
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、（
ⅶ
）で
半
袴
に
着
替
え
た
後
は
私
的
で
遊
興
的
な
度
合
い
が
強
い

と
、
池
ノ
谷
氏
は
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
、
吉
宗
に
よ
る
御
三
卿
へ
の
御
成
は
、
式
正
の
御
成
の
下
賜
・
献
上
儀
礼
→

饗
応
→
能
鑑
賞
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、
御
三
卿
は
そ
れ
を
受
け
る
家
格
で
あ
る

と
示
す
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
御
三
卿
を
、
た
だ
の
将
軍
家
庶
子
で
は
な

く
、
一
つ
の
「
家
」
と
し
て
確
立
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
と
み
て
い
る
。
一
方
で
刀
の
贈

答
儀
礼
を
行
う
こ
と
で
、
親
子
の
間
柄
で
あ
り
な
が
ら
、
明
確
な
主
従
関
係
を
示
し
た

と
い
う
。

な
お
、
吉
宗
の
御
三
卿
へ
の
御
成
は
、
①
当
主
就
任
と
屋
形
拝
領
の
祝
い
、
②
婚
姻

の
祝
い
、
の
二
度
が
基
本
で
あ
っ
た
。

（
二
）　

天
保
三
年
の
尾
張
藩
市
谷
邸
御
立
寄

尾
張
家
に
は
寛
政
期
に
四
度
と
文
政
四
年
に
家
斉
の
御
通
抜
が
行
わ
れ
、
文
化
期
に

淑
姫
御
守
殿
に
一
四
度
の
御
立
寄
、
天
保
三
年
に
上
屋
敷
へ
の
御
立
寄
が
行
わ
れ
た
。

淑
姫
御
守
殿
へ
の
御
立
寄
は
、
拙
稿
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
天
保
三
年
の
市

谷
邸
御
立
寄
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

当
時
の
尾
張
家
当
主
は
十
一
代
斉な

り
は
る温
で
あ
る
。
文
政
二
年（
一
八
一
九
）将
軍
家
斉
の

一
九
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
幼
名
は
直
七
郎
。
同
五
年
六
月
に
尾
張
家
十
代
当
主
斉な

り
と
も朝

の
養
子
に
な
り
、
同
九
年
五
月
元
服
、
斉
温
と
名
乗
る
と
、
翌
一
〇
年
八
月
に
斉
朝
の

隠
居
に
よ
り
尾
張
家
の
家
督
を
相
続
し
た
。
天
保
二
年（
一
八
三
一
）一
二
月
一
日
権
中

納
言
に
転
任
。
同
八
年
八
月
二
八
日
従
二
位
に
昇
叙
し
権
大
納
言
に
転
任
し
た
。
ま

た
、
文
政
一
一
年
一
一
月
に
田
安
斉な

り
ま
さ匡
の
一
四
女
愛
姫
を
正
室
に
迎
え
る
が
、
天
保
三

年（
一
八
三
二
）一
二
月
七
日
に
死
去
し
た
。
同
七
年
一
一
月
、
近
衛
基も
と
さ
き前
の
養
女
福さ
ち

君

と
再
婚
す
る
。
同
一
〇
年
三
月
二
〇
日
、
江
戸
に
お
い
て
二
一
歳
で
没
す
る
。
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先
に
挙
げ
た
吉
宗
の
事
例
で
は
、
息
子
の
当
主
就
任
か
婚
姻
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
御
成

が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
佐
藤
豊
三
氏
に
よ
る
と
、
寛
政
期
の
御
通
抜
は
い
ず
れ
も

尾
張
家
の
継
嗣
問
題
絡
み
か
、
慶
事
を
祝
う
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。

右
の
経
歴
を
み
る
と
、
天
保
三
年
と
い
う
の
は
、
斉
温
が
尾
張
家
当
主
に
な
っ
て
五

年
後
、
婚
姻
か
ら
四
年
後
で
あ
る
。
直
前
の
慶
事
と
な
る
と
、
前
年
一
〇
二
月
一
日
の

権
中
納
言
転
任
に
な
る
が
、
当
主
就
任
や
婚
姻
に
相
当
す
る
慶
事
と
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
紀
伊
家
の
事
例
の
よ
う
に
、
当
主
就
任
か
ら
数
年
経
過
し
て
か
ら
の
御
立
寄
と
い

う
例
も
あ
る
。
家
斉
の
御
立
寄
の
理
由
を
判
断
す
る
の
は
、
現
状
で
は
難
し
い
。

さ
て
、
尾
張
藩
の
史
料
を
も
と
に
、
当
日
の
式
次
第
を
み
て
い
き
た
い
。
史
料
一
に

あ
げ
た
「
国
秘
録
」
第
三
冊
は
、
表
題
で
「
御
成
之
記
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
天
保
三

年
の
御
立
寄
当
日
の
記
録
で
あ
る
。
な
お
、史
料
中
の〈　

〉は
割
註
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
長
文
の
た
め
、
一
つ
書
き
ご
と
に
番
号
を
付
し
た
。

【
史
料
一
】「
国
秘
録
」
第
三
冊　

文
恭
院
様
市
ヶ
谷
御
成
之
記（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所

蔵
）

（
中
表
紙
）「
御
当
日
之
記
書
取
」

　
　
　
（
天
保
三
年
）三
月
廿
三
日

今
日
弥　

御
立
寄
可
被
遊
与
忝　

思
召
候
旨
ニ
而
、
御
機
嫌
御
伺
旁　

御
本
丸
江

御
差
出
隼
人
正
殿
被
相
勤

但
、
御
老
中
謁
之
廉
ニ
候
得
共
登　

城
前
ニ
付
前
広
御
同
朋
頭
江
申
談
之
上
、

御
側
衆
江　

謁

①
一
、
公
方
様
五
半
時
之
御
供
揃
〈
五
時
江
二
寸
前
、
御
挟
箱
之
由
〉
ニ
而
吹
上

御
庭
江
被
為　

成
、
御
猶
予
無
之
同
刻
之
御
供
揃
ニ
而　

御
立
寄
被
遊

　
　
　

②
一
、
御
供
御
先
勤
共
平
服
〈
御
供
奥
向
紺
足
袋
〉

1
一
、
御
用
懸
り
之
輩
、
暁
八
時
揃

2
一
、
御
先
勤
御
目
付
支
配
向
召
連
参
上
ニ
付
、
此
御
目
付
支
配
向
も
立
会
表
向
御
〆

り
ヶ
所
引
渡

　

但
、
御
座
敷
内
ハ
御
目
付
封
印
、
其
外
ハ
御
徒
目
付
封
印

3
一
、
御
先
勤
御
小
納
戸
頭
取
初
参
上
ニ
付
、
御
用
人
出
会
、
此
御
小
納
戸
頭
取
・
御

小
納
戸
立
合

　

御
錠
口
引
渡
御
座
敷
向
御
〆
り
ヶ
所
、
御
庭
御
〆
り
ヶ
所
と
も
引
渡

4
一
、
御
先
勤
若
年
寄
衆
御御
用
御
取
次
衆
也
、御
本
丸
奥
向
ニ
而
如
此
唱
候
由

用
懸
り
衆
参
上
、
奥　
　

御表
御
座
之
間
也

書
院
・
御御
座
之
間
也

休
息
等
見
分

但
、
御
用
懸
り
衆
ニ
ハ
御
休
息
ニ
而　
　

御
目
見
被　

仰
付
、　

御
意
有
之
、

相
済
而
御
三
之
間
ニ
而
御
作
り
台
御
覧
被
遊

5
一
、
御
先
勤
御
持
頭
御
先
手
頭
参
上
、
此
御
持
頭
・
御
先
手
両
頭
ゟ
表
御
門
・
鍮
石

御
門
此
御
目
付
受
取
、
御
徒
目
付
江
相
渡
、
御
持
頭
・
御
先
手
頭
江
引
渡

6
一
、
御
膳
奉
行
・
御
膳
所
御
台
所
頭
支
配
向
召
連
、
前
夜
ゟ
追
々
ニ
参
上
、
御
道
具

類
も
相
廻
候
事

但
、
御
長
持
百
二
拾
棹
程
之
由

7
一
、
御
膳
建
御
膳
所
向
御
用
人
出
会
、
御
膳
番
江
引
渡

8
一
、
御
先
勤
之
輩
者
都
而
中
御
玄
関
ゟ
、
御
供
之
輩
者
都
而
表
御
玄
関
よ
り
上
候
事

9
一
、
御
先
勤
之
輩
、
暁
ゟ
罷
出
候
付
、
御
小
重
詰
御
焼
飯
等
被
下

10
一
、
中
納
言
様
御
召
服
御
服
紗
御
半
袴
、
御
対
顔
相
済
候
上
、
御
平
服
ニ
被
為
召
替

奥
向
之
輩
ハ　

上
御
召
服
ニ
准

一
、
御
殿
中
終
日
服
紗
半
襠

一
、
席
々
張
札
、
表
向
ハ
御
裏
御
門
御
番
所
ニ
而
取
扱

一
、
御
本
丸
御
城
附
、　

御
殿
ニ
御
用
有
之
候
付
、　

御
城
江
ハ
介
役
差
出
之

12
一
、
田
安
御
門
御
先
之
御
注
進
ニ
而
御
年
寄
衆
・
御
側
御
用
人
・
大
御
番
頭
格
・
御

用
人
表
御
玄
関
ゟ
下
り
、
表
御
門
外
西
之
方　

御
目
見
之
場
所
江
相
廻

（
13
）
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13
一
、
三
番
町
中
程　

御
先
之
御
注
進
ニ
而
御
錠
口
明
、
御
固
メ
ニ
者
場
所
々
々
江
罷

出
、
御
用
懸
衆
并
奥
向
之
面
々
為
御
出
迎　

御
駕
籠
台
上
迄
罷
出
、　

御
前
御

錠
口
ゟ
御
書
院
南
御
縁
頬
通
り
、
柳
之
間
江　

被
為　

入
御
待
合
、　

若
年
寄

衆
ハ
御
玄
関
脇
塀
重
御
門
外
北
之
方
ニ
被
扣
候
事

14
一
、
市
谷
御
門　

御
先
御
注
進
、
御
目
付
ゟ
御
先
格
御
小
納
戸
頭
取
江
申
聞
、
頭
取

よ
り
市
ヶ
谷
御
門　

御
先
之
段　

御
前
江
申
上
、
四
時
三
寸
廻
り

御
供
御
小
納
戸
頭
取
、
市
ヶ
谷
御
門
ゟ　
　

御
先
江
駈
抜
、
田
町
御
物
見
先

大
下
水
南
之
方
石
橋
際
ニ
而
扇
子
之
合
図
い
た
し
候
付
、
表
御
門
外
腰
懸
中

程
ニ
主
税
罷
在
受
之
、
表
御
門
迄
駈
上
り
扇
子
之
合
図
い
た
し
、
鍮
石
御
門

外
ニ
孫
左
衛
門
罷
在
受
之
、
柳
之
間
前
迄
駈
着
立
上
、

御
前
鍮
石
御
門
外
迄　

御
出
迎
〈
御
先
立
半
十
郎
、
御
跡
隼
人
正
殿
、
御
附
人

二
人
・
奥
向
五
人
、
外
ニ
御
草
履
取
扱
奥
詰
壱
人
〉
被
遊
候
時
、
御
小
納
戸
頭

取　

御
使
を
以　

御
上
り
被
遊
候
様
被　

仰
進
候
付
、　

御
立
戻
り
〈
此
節
御

年
寄
衆
・
御
側
懸
り
ハ
御
門
外
、　

御
目
見
之
場
所
江
相
廻
候
付
、
御
先
立
・

御
小
姓
頭
取
御
跡
奥
向
計
〉、
御
駕
籠
台
之
間
ニ　

御
扣
被
遊
〈
此
節
奥
向
之

輩
一
統
御
〆
り
外
江
披
く
〉

表
御
門
外　

御
目
見
之
節
、隼
人
正
殿
・
主
殿
頭
殿
ニ
ハ
若
年
寄
衆
披
露
〈
隼

人
・
主
殿
ト
披
露
〉、
御
駕
之
御
戸
引
之　

上
意
有
之
〈
出
テ
イ
ル
カ
ト
〉、

次
ニ
御
年
寄
衆
初
罷
在
候
付
、　

若
年
寄
衆
披
露
〈
其
外
家
老
共
初
ト
披
露
〉

15
一
、
御
駕
籠
台
よ
り　

御（
斉
温
）前
御
先
立
被
遊
、
其
御
先
江
御
側
衆
相
立
、　

奥
御表
御
座
之
間
也

書
院

江
被
為　

成
〈
此
節
北
溜
ニ
御
附
人
罷
在　

御
目
見
〉、御
上
段　

御
着
座
〈
御

先
立
御
側
衆
扣
候
辺
ニ
而
御
前
御
扣
被
遊
、
御
勝
手
江
御
披
〉、　

御
前
御
熨
斗

蚫
御
持
出
御
差
上
〈
御
熨
斗
御
膳
番
ゟ
隼
人
正
殿
へ
相
渡
、
御
同
人
よ
り
御
前

江
被
差
上
〉、
少
し
御
跡
江
御
確
被
遊
、　

公
方
様
御
会
釈
被
為　

在
、
直
ニ
御

熨
斗
蚫
御
引
被
遊
〈
隼
人
正
殿
へ
御
渡
被
遊
〉、
重
而　

御
出
座
、
公
方
様
御

会
釈
被
為　

在
、
御
下
段
江　

御
入
被
遊
時
、　

御
立
寄
被
遊
忝　

思
召
候
旨
、

御
用
懸
り
衆
御
取
合
申
上
、　

上
意
有
之　

御
退
座
、
夫
よ
り
隼
人
正
殿
・
主

殿
頭
殿
一
同
被　

召
出
、
御
用
懸
衆
御
取
合　

上
意
有
之
、
退
去
済
而
御
年
寄

一
同
罷
出　

御
目
見
、
御
用
懸
衆
御
取
合
、
畢
而
奥
御
書
院
御
後
口
通
り
、
南

御
縁
頬
孔
雀
御
杉
戸
際
迄
御
廻
り
被
遊
、
此
所
ゟ
御
用
懸
衆
御
案
内
、　

御
前

御
先
立
ニ
而
御
休
息
江
被
為　

入
、　

御
着
座
〈
御
座
間
／
御
下
段
〉、　

御
前

ニ
茂　

御
着
座
〈
御
下
段
御
敷
居
内
〉、
御
対
顔
、
此
節　

御
前
・
前
中
納
言
様

ゟ
之
御
上
物
最
初
ゟ
置
付
、
御
用
懸
り
衆
〈
御
目
録
御
箱
之
上
ニ
置
〉
披
露
〈
中

納
言
様
ゟ
鯛
一
折
・
御
花
瓶
一
対
・
杉
御
重
一
組
・
御
花
台
共
、
前
中
納
言
様

ゟ
鯛
一
折
・
御
料
紙
・
硯
〉、
相
済
而　

御
前
江
被
為
進
候
御
品
〈
茶
宇
嶋
七

巻
〉
御
小
姓
持
出
、　

御
頂
戴
〈
御
品
御
小
姓
ゟ
御
次
江
下
、
御
小
納
戸
請
取

御
用
人
并
新
籾
三
右
衛
門
・
稲
田
吉
之
允
之
内
江
相
渡
候
筈
〉、　

御
礼
被　

仰

上
、
畢
而　

御
前
御
案
内
ニ
而
大
奥
江
被
為　

成

16
一
、
前
中
納
言
様
江
被
進
之
御
品
ハ
、
御
用
懸
衆
ゟ
御
年
寄
衆
江
被
相
達

御
休
息
御
次
お
い
て
土
岐
豊
前
守
殿
ゟ
隼
人
正
殿
江
演
達

17
一
、
於
大
奥
御
膳
御
差
上
并
御
庭
御
茶
屋
々
々
等
ニ
而
御
上
物
被
遊
、
万
事
大
奥
取

扱
召
上
り
物

　

竹
之
間
ニ
而

　
　

御
膳　
　

二
汁
五
菜

　

結
侶
ニ
而

　
　

御
干
菓
子

　

琴
友
亭
ニ
而

（
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）



将
軍
家
斉
の
「
御
立
寄
」
と
「
御
通
抜
」

一
二
一

　
　

御
塗
重　
〈
御
煮
染
・
御
肴
〉

（
以
下
略
）

18
一
、
若
年
寄
衆
・
御
側
衆
、
休
息
所
ニ
而
席
画
被　

仰
付
、
狩
野
晴
川
・
狩
野
探
信

相
勤

19
一
、
還
御
之
御
沙
汰
被　

仰
出
候
与
、其
段
御
附
人
江
御
小
納
戸
頭
取
ゟ
申
聞
候
付
、

此
御
方
御
都
合
宜
段
、
御
附
人
よ
り
御
小
納
戸
頭
取
江
申
達
、
御
挟
箱
出
、　

御
錠
口
明
、
御
供
聞
、
御
小
納
戸
ゟ
御
供
御
目
付
江
懸
合
、
御
供
宜
段
御
目
付

ゟ
御
小
納
戸
頭
取
江
申
出
、
其
段
御
附
人
江
申
聞
、　

御
前
今
朝
之
通
鍮
石
御

門
外
迄
為
御
見
送
被
為　

入
時
、
御
上
り
被
遊
候
様
御
用
懸
衆
以　

御
使
被　

仰
進
、
直
御
駕
籠
台
之
間
江　

御
立
戻
被
遊
〈
夕
方
よ
り
少
々
雨
降
候
付
、
急

而
御
用
懸
衆
ゟ
具
合
有
之
、
御
駕
籠
台
御
縁
頬
ニ
而
被
申
上
候
付
、
御
下
り
不

遊
〉　

御
扣
、
此
節
御
供
宜
段
言
上
有
之
、　

御
駕
ニ
被
為　

召
候
節　

御
対
顔

　

上
意
有
之
、
直
ニ　

御
駕
籠
ニ
被
為　

召　

還
御　

六
半
時
二
寸
廻
り

　

但
、
御
先
立
御
供
等
今
朝
之
通

一
、
少
々
雨
降
候
付
、
御
年
寄
衆
初
表
御
門
雨
落
、
内
ニ
重
座
罷
在　

御
目
見

20
一
、
入
御
之
節
、
獅
子
之
御
杉
戸
内
ニ
而
御
先
勤
御
目
付
江　

御
逢
、
御
挨
拶
有
之
、

御
書
院
辺
ニ
御
先
勤
御
用
懸
衆
江　

御
逢
、　

御
立
寄
被
遊
候
御
礼
被　

仰
述

21
一
、
還
御
御
機
嫌
為
御
伺
、
召
刻　

御
本
丸
江
植
原
金
左
衛
門
御
差
出

22
一
、
還
御
已
後
為
御
礼
、　

御
本
丸
江
主
殿
頭
殿
御
差
出

23
一
、
御
内
々
ゟ
御
口
上
書
御
差
上
、　

還
御
御
機
嫌
御
伺
被　

仰
上

○
家
斉
の
尾
張
藩
邸
到
着
ま
で

吉
宗
の
御
成
に
お
け
る（
ⅰ
）に
あ
た
る
。【
史
料
一
】
①
に
よ
る
と
、
家
斉
は
五
半

時
の
御
供
揃
で
吹
上
御
庭
へ
御
成
を
行
い
、「
御
猶
予
無
之
」
御
立
寄
と
な
っ
た
。
西

桔
橋
・
拾
三
間
御
門
・
田
安
御
門
・
三
番
町
と
い
う
道
す
じ
で
、
市
谷
御
門
を
通
過
し

た
。
そ
こ
か
ら
尾
張
藩
市
谷
邸
の
表
門
と
鍮

ち
ゅ
う
じ
ゃ
く石
門
を
通
っ
て
、
玄
関
脇
の
御
駕
籠
台

へ
つ
い
た
。
同
じ
尾
張
藩
市
谷
邸
の
淑
姫
御
守
殿
へ
の
御
立
寄
で
も
、「
御
成
」
先
に

は
ほ
ぼ
滞
在
し
て
お
ら
ず
、
主
た
る
目
的
地
は
御
立
寄
先
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ

る
。な

お
、
こ
の
移
動
時
の
供
建
に
つ
い
て
、
事
前
に
目
付
か
ら
御
徒
に
対
し
て
通
達
さ

れ
た
当
日
心
得
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
一
条
が
あ
る
。

【
史
料
二
】「
御
徒
方
万
年
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）天
保
三
年
三
月
一
八
日

来
ル
廿
三
日
吹
上
御
庭
江
被　

成
、
夫
ゟ
尾
張
殿
屋
敷
江　

御
立
寄
被　

仰

出
候
ニ
付
、
左
ニ
申
達
候

一
、
御
道
筋
、
矢
来
御
門
ゟ
扇
稲
荷
前
、
田
安
御
門
・
三
番
町
通
り
、
市
ヶ
谷
御

門
外
左
江
御
堀
端
通
り
、　

御
先
手
組
屋
敷
惣
門
前
石
橋
御
渡
、
尾
張
殿
表

門
通
り
、
駕
籠
台
ゟ
被
為　

入
御
、
御
成
御
道
筋
之
通
ニ
而
候
事

一
、
最
初
吹
上
御
庭
江
被
為　

成
候
節
者
例
之
御
供
建
ニ
而
相
廻
り
、
尾
張
殿
屋

敷
江
被
為　

御
立
寄
候
節
者
、
遠　

御
成
之
御
供
建
ニ
而
、
衣
服
平
服
ニ
而
候

事但
、
御
先
勤
之
面
々
も
衣
服
平
服
之
事

　
　
　
（
以
下
略
）

傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
家
斉
が
江
戸
城
か
ら
御
成
先
の
吹
上
御
庭
へ
向
か
う
と
き

は
「
例
之
御
供
建
」
で
ま
わ
り
、
尾
張
邸
へ
の
御
立
寄
で
は
遠
御
成
の
供
建
に
す
る
と

い
う
。
具
体
的
な
差
異
は
不
明
で
あ
る
が
、
御
成
と
御
立
寄
で
は
供
建
を
使
い
分
け
て

い
た
。
こ
の
た
め
、
供
建
を
勤
め
る
御
徒
に
と
っ
て
は
、
そ
の
日
の
将
軍
の
外
出
が
ど

う
い
う
名
目
で
行
わ
れ
る
の
か
、
事
前
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

（
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将
軍
家
斉
の
「
御
立
寄
」
と
「
御
通
抜
」

一
二
二

○
家
斉
の
到
着
と
御
目
見

家
斉
が
尾
張
藩
邸
に
到
着
す
る
と
、「
表
御
門
外
西
之
方
」
で
御
目
見
が
行
わ
れ
た

（【
史
料
一
】
12
・
14
）。
こ
の
と
き
御
目
見
を
し
た
の
は
、
尾
張
家
年
寄
衆
・
側
用
人
・

大
番
頭
格
・
用
人
・
尾
張
藩
付
家
老
成
瀬
隼
人
正（
正
壽
）・
主
殿
頭（
正
住
）で
あ
る
。

幕
府
の
若
年
寄
が
「
隼
人
・
主
殿
」
と
名
を
読
み
上
げ
て
披
露
す
る
と
、
御
駕
籠
台
で

駕
籠
に
乗
っ
た
ま
ま
の
家
斉
が
駕
籠
の
戸
を
引
い
て
「
出
て
い
る
か
」
と
声
を
か
け

た
。
ほ
か
の
年
寄
衆
は
じ
め
御
側
御
用
人
・
大
御
番
頭
格
・
御
用
人
は
、「
そ
の
ほ
か

家
老
ど
も
初
」
と
若
年
寄
衆
が
披
露
し
た
。
吉
宗
の
御
成
で
の（
ⅲ
）に
あ
た
る
。

御
守
殿
御
立
寄
の
場
合
で
は
、
御
守
殿
玄
関
前
で
御
目
見
が
行
わ
れ
、
公
儀
付
人
の

淑
姫
用
人
・
医
師
・
膳
所
台
所
・
用
達
・
同
朋
と
、
尾
張
藩
の
家
老
・
城
代
格
・
用
人
、

尾
張
藩
側
の
御
守
殿
付
用
人
が
整
列
し
た
。
た
だ
し
、
御
守
殿
へ
の
御
立
寄
が
ほ
ぼ
毎

年
行
わ
れ
た
た
め
か
、「
定
例
故
申
上
等
無
之
」
と
家
斉
か
ら
の
声
掛
け
は
な
か
っ
た
。

〇
斉
温
の
出
迎
え
・
献
上
儀
礼　

御
目
見
が
済
む
と
、
当
主
斉
温
の
先
導
で
奥
書
院（
表
御
座
ノ
間
）へ
入
り
、
最
初
の

献
上
儀
礼
が
行
わ
れ
、
熨
斗
蚫
が
贈
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
御
休
息
御
座
間
へ
場
所
を
移

し
て
対
顔
し
、
斉
朝
の
分
も
含
め
た
贈
答
が
行
わ
れ
、
終
わ
る
と
大
奥
へ
入
っ
た（【
史

料
一
】
15
）。
吉
宗
の
御
成
と
順
番
が
異
な
る
が
、（
ⅱ
）（
ⅳ
）に
あ
た
る
。

○
衣
服
の
召
替　

吉
宗
の
御
成
の（
ⅶ
）に
あ
た
る
。
こ
の
日
、斉
温
は
服
紗
半
袴
を
着
用
し
て
い
た
が
、

「
御
対
顔
」
が
済
む
と
平
服
に
着
替
え
た（【
史
料
一
】
10
）。
前
項
で
あ
げ
た
吉
宗
の
御

三
卿
御
成
で
も
衣
服
の
召
替
が
あ
っ
た
。
家
斉
の
御
立
寄
で
も
、
表
向
で
の
対
顔
と
献

上
儀
礼
が
済
ん
だ
あ
と
に
、
召
替
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
あ
と
は
大
奥
に
入
っ
て
の
こ
と
と
な
る
が
、【
史
料
一
】
で
は
、
家
斉
と
斉
温

が
大
奥
に
入
っ
た
あ
と
の
行
動
の
記
述
が
な
い
。【
史
料
一
】
17
に
「
万
事
大
奥
取

扱
」
と
あ
る
よ
う
に
、
表
向
か
ら
は
大
奥
内
で
の
動
き
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
御
立
寄
で
の
召
替
は
、
吉
宗
の
御
成
の
事
例
と
同
様
に
、
表
向
で
の
公
的
な
儀
礼

行
事
か
ら
の
場
面
転
換
と
い
う
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

な
お
、
家
斉
の
衣
服
は
記
載
が
な
く
不
明
だ
が
、
斉
温
は
服
紗
半
袴
で
、
御
供
の

面
々
の
衣
服
は
平
服
と
あ
る
。
吉
宗
の
御
成
の
と
き
と
比
較
し
て
、
略
式
と
い
え
る
。

○
料
理

【
史
料
一
】
17
に
あ
る
よ
う
に
、
大
奥
で
は
御
膳
が
出
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
部
屋
で

献
上
・
下
賜
が
行
わ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
竹
之
間
で
御
膳
と
し
て
二
汁
五
菜
が
出
さ

れ
、
そ
の
ほ
か
庭
園（
楽
々
園
）の
結
侶
で
御
干
菓
子
、
琴
友
亭
で
塗
重
の
煮
染
・
肴
、

漱
芳
で
煮
染
・
香
物
・
吸
物
・
肴
・
鉢
盛
・
作
り
台
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
穆
如
閣
で
は
、

後
段（
供
応
の
食
事
の
あ
と
で
さ
ら
に
供
す
る
飲
食
物
）と
し
て
浮
き
麩（
米
の
粉
の
団
子
を
さ

す
女
房
詞
）・
吸
物
・
酒
、
御
三
度
目（
夜
の
食
事
）と
し
て
廻
り
物
・
平
・
飯
二
鉢
・
香

の
物
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
大
奥
で
も
家
斉
へ
の
献
上
が
行
わ
れ
た
。
献
上
者
を
み
る
と
、
対
面
所
で

は
斉
温
・
斉
朝
・
愛
姫
・
乗
蓮
院（
斉
朝
実
母
二
条
彰
君
隆
子
）・
維
学
心
院（
宗
睦
養
女
琴

姫
）・
松
平
義
建（
高
須
藩
主
）と
い
っ
た
尾
張
藩
主
親
族
が
並
ぶ
。
さ
ら
に
紀
伊
徳
川
斉

順
・
同
治
宝
・
豊
姫（
斉
順
簾
中
）・
水
戸
徳
川
斉
昭
・
登
美
宮（
斉
昭
簾
中
）の
御
三
家
の

面
々
、
田
安
斉
匡
・
同
斉
荘
・
猶
姫
・
一
橋
斉
位
・
清
水
恒
之
丞（
斉
彊
）・
恭
真
院（
清

水
斉
明
簾
中
英
子
女
王
）と
い
っ
た
御
三
卿
の
名
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
播
磨
守
・
讃
岐

守
・
宮
内
大
輔
・
円
浄
院
・
上
杉
弾
正
大
弼
・
松
平
三
河
守
・
松
平
上
総
介
・
松
平
松

菊
・
松
平
紀
五
郎
・
松
平
周
丸
な
ど
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
尾
張
藩
主

親
族
以
外
は
、
当
日
尾
張
藩
邸
に
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
竹
之
間
で

斉
温
、
藤
之
間
で
愛
姫
、
桜
之
間
で
乗
蓮
院
か
ら
献
上
が
あ
っ
た
。

家
斉
へ
の
献
上
者
が
、
尾
張
家
に
か
ぎ
ら
ず
、
御
三
家
・
御
三
卿
か
ら
も
送
ら
れ
て

（
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将
軍
家
斉
の
「
御
立
寄
」
と
「
御
通
抜
」

一
二
三

い
る
。
淑
姫
御
守
殿
で
の
献
上
者
が
尾
張
藩
主
親
族
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る

と
、
か
な
り
数
が
多
い
。
寛
政
五
年
に
行
わ
れ
た
田
安
家
へ
の
初
御
成
に
お
い
て
も
、

尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
御
三
家
か
ら
も
祝
い
の
品
が
送
ら
れ
た
と
い
う
。
今
回
の
事
例

は
、
御
立
寄
と
称
し
て
は
い
る
が
家
斉
の
市
谷
邸
初
訪
問
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
御
成

同
様
に
御
三
家
な
ど
か
ら
も
献
上
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
当
日
の
家
斉
と
斉
温
・
愛
姫
の
三
人
は
、
清
風
軒
・
結
侶
・
西
南
台
・
西
別

殿
・
漱
芳
・
琴
友
亭
・
淡
水
・
穆
如
閣
と
い
っ
た
茶
屋
へ
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、

吉
宗
の
御
成
で
の（
ⅷ
）に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
。
御
守
殿
へ
の
御
立
寄
の
際
は
、
尾
張
家

側
か
ら
御
守
殿
が
借
り
る
形
で
清
風
軒
を
使
用
し
て
い
た
が
、
今
回
の
御
立
寄
は
尾
張

家
主
催
で
あ
る
た
め
か
、
楽
々
園
内
の
茶
屋
を
す
べ
て
使
っ
て
い
る
。

な
お
、【
史
料
一
】
で
は
出
て
こ
な
い
が
、
若
年
寄
・
御
側
衆
以
下
の
当
日
御
供
の

面
々
に
は
、
朝
・
夕
・
夜
食
の
膳
が
出
さ
れ
た
。 

○
席
画

家
斉
が
大
奥
に
入
っ
て
い
る
間
、
休
息
所
で
は
御
供
の
若
年
寄
衆
・
御
側
衆
が
席
画

を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
狩
野
晴
川
・
狩
野
探
信
が
勤
め
た（【
史
料
一
】
18
）。

吉
宗
の
御
成
で
は
能
鑑
賞
が
あ
っ
た
が
、
家
斉
の
御
立
寄
で
は
能
が
な
い
。
そ
の
代

わ
り
の
遊
興
と
し
て
席
画
の
場
が
も
う
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を（
ⅸ
）

と
位
置
付
け
る
。

○
還
御
【
史
料
一
】
19
～
23

家
斉
の
還
御
は
六
半
時
二
寸
廻
り
、
今
の
時
間
で
は
夜
七
時
一
二
分
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
還
御
後
の
御
機
嫌
伺
い
は
、
当
主
斉
温
が
登
城
す
る
の
で
は
な
く
使
者
が
送
ら
れ

た
。
吉
宗
の
御
成
の（
ⅹ
）で
あ
る
。

小　

括

吉
宗
に
よ
る
御
三
卿
へ
の
御
成
は
、
下
賜
・
献
上
儀
礼
→
饗
応
→
能
鑑
賞
と
い
う
式

正
の
御
成
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
を
も
と
に
家
斉
の
御
立
寄
を

み
る
と
、
同
様
と
み
え
る
の
は
、
将
軍
到
着
時
の
家
臣
の
御
目
見
・
献
上
儀
礼
・
衣
服

の
召
替
・
酒
肴
の
饗
応
で
あ
る
。
家
斉
の
御
立
寄
で
能
の
上
演
が
な
か
っ
た
の
は
、
家

斉
の
嗜
好
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
歴
代
将
軍
が
能
を
鑑
賞
し
て
い
た
時
間

を
、
家
斉
は
庭
園
の
散
策
に
使
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
。
な
お
、
三
代
将
軍
家
光
の
御

成
で
は
、
相
撲
・
花
火
・
乗
馬
な
ど
が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
で
、
能
上
演
以
外
の
遊
興

を
行
う
余
地
は
あ
っ
た
。

家
斉
の
御
立
寄
の
式
次
第
は
、
吉
宗
の
御
成
の（
ⅰ
）～（
ⅹ
）の
式
次
第
う
ち（
ⅴ
）式

三
献
の
饗
応
と（
ⅵ
）刀
の
下
賜
・
献
上
を
除
い
て
あ
て
は
ま
る
。
将
軍
の
訪
問
儀
礼
と

し
て
吉
宗
の
行
っ
た
御
成
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
式
三
献
が
な
い
と
い
う
点
は
、
あ
き
ら
か
に
御
成
よ
り
も
簡
略
し
た
行
事

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
斉
温
や
御
供
の
衣
服
が
、
吉
宗
の
事
例
よ
り
略
式
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
式
正
の
御
成
」
や
吉
宗
の
御
成
で
は
、
武
具
・
刀
の
献
上
・
下
賜
が
あ
っ

た
が
、
御
立
寄
で
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
主
従
関
係
を
確
認
す
る
儀
礼
」

で
あ
る
「
御
成
」
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
、
御
立
寄
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。

三
　
家
斉
の
御
通
抜

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
家
斉
は
寛
政
期
に
御
三
卿
以
外
で
唯
一
尾
張
藩
戸
山
邸
へ

（
18
）

（
19
）



将
軍
家
斉
の
「
御
立
寄
」
と
「
御
通
抜
」

一
二
四

御
通
抜
と
し
て
訪
問
し
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
御
通
抜
に
つ
い
て
佐
藤
氏
は
、
格
式
ば

ら
な
い
や
り
方
で
の
将
軍
訪
問
で
あ
っ
た
と
し
、
今
回
と
り
あ
げ
た
天
保
三
年
の
市
谷

邸
御
立
寄
は
、
戸
山
邸
で
の
御
通
抜
よ
り
は
格
式
ば
っ
た
も
の
と
評
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
御
成
―
御
立
寄
―
御
通
抜
の
順
に
格
式
に
上
下
が
あ
る
と
い
う
。

で
は
御
立
寄
と
御
通
抜
は
、
な
に
を
基
準
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
か
。
表
一
の

な
か
の
「
御
通
抜
」
の
例
に
着
目
し
た
い
。
寛
政
期
の
尾
張
戸
山
下
屋
敷
へ
の
四
回
と

文
政
二
年
の
一
回
、
文
化
四
年
の
田
安
下
屋
敷
へ
の
一
回
で
、
ほ
か
は
福
井
霊
岸
島
御

住
居
へ
二
回
、
加
賀
本
郷
御
住
居
へ
一
回
行
わ
れ
て
い
る
。

御
住
居
へ
の
訪
問
は
、
そ
れ
ぞ
れ
婚
姻
の
翌
年
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
同

じ
家
斉
の
娘
で
も
、
尾
張
家
へ
嫁
い
だ
淑
姫
と
、
水
戸
家
に
嫁
い
だ
峯
姫
は
御
立
寄
で

あ
っ
た
。
こ
の
差
異
は
、
御
守
殿
か
御
住
居
か
の
違
い
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

御
住
居
は
将
軍
姫
君
の
婚
姻
後
に
住
居
す
る
御
殿
で
あ
る
が
、
従
来
の
御
守
殿
よ
り
も

簡
略
化
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。
こ
の
格
差
を
家
斉
の
訪
問
に
も
導
入
し
て
、
御
守
殿
へ

は
御
立
寄
、
御
住
居
へ
は
御
通
抜
と
差
を
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
上
屋
敷
へ

は
御
立
寄
、
下
屋
敷
へ
は
御
通
抜
と
、
行
先
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

家
斉
は
御
成
好
き
と
し
て
知
ら
れ
、
頻
繁
に
鷹
狩
な
ど
に
出
か
け
て
い
た
が
、
邸
宅

へ
の
訪
問
は
ご
く
限
ら
れ
た
家
に
の
み
で
あ
っ
た
。
と
く
に
御
立
寄
と
称
し
て
毎
年
訪

問
し
て
い
た
の
は
、
自
身
の
実
家
で
親
・
弟
が
当
主
の
一
橋
邸
と
、
弟
が
当
主
を
勤
め

る
田
安
邸
、
自
身
の
子
が
当
主
と
な
っ
て
か
ら
の
清
水
邸
、
そ
し
て
尾
張
家
に
嫁
い
だ

娘
の
御
守
殿
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
、
娘
が
婚
姻
ま
た
は
息
子
が
養
子
先
で
家
督
相
続
す

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
御
立
寄
・
御
通
抜
を
行
っ
た
。

御
立
寄
の
内
容
に
つ
い
て
、
天
保
三
年
に
尾
張
市
谷
邸
で
行
わ
れ
た
御
立
寄
を
み
る

と
、
享
保
期
に
吉
宗
が
息
子
で
あ
る
御
三
卿
そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
た
御
成
と
通
じ
る
式
次

第
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
式
三
献
が
な
い
な
ど
、
家
斉
の
御
立
寄
は
儀
式
と
し
て
は
大

き
く
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
主
従
関
係
を
確
認
す
る
刀
の
下
賜
・
献
上
が
み
ら

れ
な
い
こ
と
は
、「
式
正
の
御
成
」
か
ら
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

池
ノ
谷
氏
に
よ
る
と
、
吉
宗
が
御
三
卿
に
対
し
て
行
っ
た
御
成
は
、
御
三
卿
を
た
だ

の
将
軍
家
庶
子
で
は
な
く
、一
つ
の
「
家
」
と
し
て
確
立
さ
せ
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
し
、

「
式
正
の
御
成
」
を
受
け
る
家
格
と
示
す
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
刀
の
贈
答

儀
礼
や
能
の
上
演
は
、
親
子
の
間
柄
で
あ
り
な
が
ら
、
明
確
な
主
従
関
係
を
持
た
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
家
斉
の
時
代
に
は
御
三
卿
に
対
し
て
家
の
確
立
を
考
え
る
必

要
は
な
く
、
御
立
寄
の
式
次
第
に
は
「
主
従
関
係
の
確
認
」
の
た
め
の
儀
礼
が
消
え
て

い
る
。

家
斉
が
娘
の
嫁
ぎ
先
や
息
子
の
養
子
先
へ
御
立
寄
・
御
通
抜
を
行
う
こ
と
は
、
そ
の

家
に
と
っ
て
、
そ
の
人
が
将
軍
の
子
で
あ
る
と
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
家
斉
が
娘
・
息
子
に
行
っ
た
御
立
寄
・
御
通
抜
は
、「
親
子
で
あ
っ
て
も
主
従
関

係
を
も
た
せ
る
」
と
い
う
吉
宗
の
御
成
と
は
逆
に
、「
嫁
ぎ
先
・
養
子
先
に
あ
っ
て
も

将
軍
家
の
子
」
と
認
識
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
嫁
ぎ

先
・
養
子
先
の
大
名
家
に
と
っ
て
も
、
将
軍
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を

内
外
に
周
知
さ
れ
る
と
い
う
影
響
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
家
斉
が
当
初
か
ら
一
定
の
規
定
や
意
図
を
も
っ
て
御
成
・
御
立
寄
・
御

通
抜
を
行
な
っ
た
と
は
言
い
難
く
、
今
回
ま
と
め
た
傾
向
と
は
異
な
る
例
も
散
見
す

る
。
ま
た
、
家
斉
の
傾
向
を
次
代
の
家
慶
が
継
承
し
た
と
は
限
ら
な
い
。
家
斉
が
御
通

抜
で
訪
れ
た
御
住
居
を
、
家
慶
が
御
立
寄
と
し
て
訪
問
す
る
例
も
あ
る
。
家
慶
の
邸
宅

訪
問
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

（
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将
軍
家
斉
の
「
御
立
寄
」
と
「
御
通
抜
」

一
二
五

註（
1
）　

拙
稿
「
将
軍
御
立
寄
に
み
る
御
守
殿
」
徳
川
林
政
史
研
究
所
「
研
究
紀
要
」
第
五
八
号
、

二
〇
二
四
年
。

（
2
）　

佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
斉
の
戸
山
屋
敷
『
御
通
抜
』
に
つ
い
て
」『
金
鯱
叢
書
』
第
二
一
輯
、

一
九
九
四
年
。

（
3
）　

堀
内
信
編
『
南
紀
徳
川
史
』
第
十
四
冊
、
名
著
出
版
、
一
九
七
一
年
、
七
頁
。

（
4
）　

請
求
番
号
四
一
七
三-
一
五
九
。
所
蔵
巻
数
は
、
巻
六
七（
天
明
六
年
）～
巻
一
二
二（
天

保
一
三
年
）で
、
天
保
一
一
年
正
月
～
天
保
一
二
年
五
月
の
分
を
欠
く
五
十
四
冊
。
巻
之
八
二

（
寛
政
一
三
年
）か
ら
「
御
実
紀
調
所
」
の
印
が
あ
る
。

（
5
）　

本
稿
に
関
わ
る
寛
政
～
天
保
期
の
う
ち
、
欠
本
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
巻
七
一（
寛

政
二
年
）～
巻
八
二（
寛
政
一
三
年
）、
巻
八
四（
享
和
三
年
）、
巻
八
八（
文
化
四
年
）・
巻
八
九

（
文
化
五
年
）、
巻
九
二（
文
化
八
年
）～
巻
九
三
下（
文
化
一
〇
年
）、
巻
一
〇
六（
文
政
九
年
）・

巻
一
〇
七（
文
政
一
〇
年
）、
巻
一
〇
九（
文
政
一
二
年
）。

（
6
）　

注
2
参
照
。

（
7
）　
「
御
成
御
立
寄
并
御
通
抜
之
節
御
床
餝
」
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
田
安
徳
川
家
資
料
、

一
五-

二
三
四
。

（
8
）　
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
第
一
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
五
年（
第
四
刷
）。

（
9
）　
「
御
徒
方
萬
年
記
」
注
4
参
照
。

（
10
）　

家
斉
の
将
軍
在
任
中
、
ほ
か
に
四
人
の
娘
が
大
名
家
へ
嫁
い
で
い
る
。
元
姫（
文
政
四
年

二
月
二
三
日
会
津
松
平
容
衆
へ
入
輿
引
移
、
同
四
年
八
月
二
二
日
死
去
）。
文
姫（
文
政
九
年

一
一
月
二
七
日
松
平
頼
胤
へ
入
輿
引
移
、
天
保
八
年
三
月
一
六
日
死
去
）。
盛
姫（
文
政
八
年

一
一
月
二
七
日
に
鍋
島
斉
正
へ
入
輿
引
移
、
弘
化
四
年
三
月
一
〇
日
死
去
）。
和
姫（
文
政
一
〇

年
一
一
月
二
七
日
毛
利
斉
熈
へ
入
輿
引
移
、
同
一
三
年
七
月
二
〇
日
死
去
）。
元
姫
・
和
姫
は

婚
姻
後
半
年
程
で
死
去
し
て
し
ま
う
が
、
盛
姫
・
和
姫
に
も
家
斉
の
訪
問
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
状
況
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
11
）　

な
お
、
こ
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
決
定
経
緯
が
あ
る
。

「
右
御
立
寄
之
儀
、
当
二
月
十
五
日
御
比
合
、
三
月
下
旬
ヨ
リ
四
月
上
旬
迄
之
内
ト
被　

仰
出
、
四
月
五
日
ニ
尚
又
五
月
上
旬
ト
被　

仰
出
、
五
月
二
日
ニ
至
リ
当
秋
ヘ
御
延
引
、

八
月
四
日
ニ
九
月
九
日
前
後
ト
段
々
被　

仰
出
、
本
日
無
滞
被
為
済
タ
リ
」『
南
紀
徳
川

史
』
第
二
冊
、
堀
内
信
編
、
名
著
出
版
、
一
九
七
〇
年
、
五
九
〇
頁
。

（
12
）　

池
ノ
谷
匡
祐
「
吉
宗
期
に
お
け
る
御
三
卿
屋
形
御
成
の
政
治
的
意
義　

―
田
安
家
を
中
心

に
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
三
、
二
〇
一
八
年
。

（
13
）　

注
2
参
照
。

（
14
）　

茶
宇
縞　
（
イ
ン
ド
の
チ
ャ
ウ
ル（Chaul

）地
方
か
ら
渡
来
し
た
と
こ
ろ
か
ら
）琥
珀
織
り

に
似
た
薄
地
の
絹
織
物
。
江
戸
時
代
に
京
都
で
製
織
さ
れ
た
。
夏
の
男
袴
に
用
い
る
。

（
15
）　

注
2
参
照
。

（
16
）　
「（
精
が
）出
て
い
る
か
」
の
意
と
み
ら
れ
る
と
、
深
井
雅
海
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
17
）　

注
2
参
照
。

（
18
）　
「
国
秘
録
」
第
三
冊　

文
恭
院
様
市
ヶ
谷
御
成
之
記　
「
御
立
寄
之
節
御
供
中
江
被
下
候
御

台
所
菜
数
附
」
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
。

（
19
）　

佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
御
成
」『
徳
川
将
軍
の
御
成
』
図
録
、
徳
川
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
。

（
20
）　

注
2
参
照
。

（
21
）　
「
年
録
」
四
八
〇
巻
、
八
三
三-

一
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。




